
 

 

 

ふくしまの森林文化調査カード 

                                               県 ＨＰ公開（ 可・否 ） 

区  分 １.森づくり         ２.森の恵み      ３.森と技 

４.森と暮らし        ５.森の文化財     ６.森の風景 

分野（ふりがな） 
（分野） 

行 事 

（ふりがな） 

 ぎょうじ 

地域独特の呼び方   ―    ―  

タイトル  高灯籠 

伝承地域 

 県内一円  

新盆に高灯籠をあげるのは、浜通り、中通り、会津では三島町から只見町の奥会津で 

ある。会津盆地(旧会津藩領)では行われていない。記録によると、保科正之が入封す 

る以前は行われていたとある。 

由来（年代） 
（いつ、どこで、誰によって起こり、どのようにして現在まで（いつまで）伝えられてきたか） 

 鎌倉時代の「名月記」には、京都で迎え日として高灯籠が用いられたとある。
 

内  容 

（内容と共に、行事・祭りの場合は実施の時期、郷土料理の場合レシピなども） 

   
新盆の時に、庭先に高い竿を立て杉の葉を付けた灯籠を下げた。仏さまと 

なって初めて戻る時に、迷わないようにとの目印として高灯籠を立てた。 

大きさ・材質 

（大きさ：緑の文化財、巨木、建造物などスケー

ルが情報として有用なもの。） 
  ― 

（材質） 

  ― 

見  頃 
（緑の文化財、巨木など特定の時期に見頃が訪れるもの。） 

  ― 

交通アクセス   ― 

文化財等の指定状況   ― 

問い合わせ先   ―                 電話  ― 

様式３ 【物・文化財・風景など実体のあるもの】
様式３ 【物・文化財・風景など実体のあるもの】



 

 

 

【フリーフォーマット】 

キーワード 

 

 

 

   ＜高灯籠＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

          

            （郡山市：平成 25 年 8 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


